
 

 

 

 

 

戦争体験の語り部として精力的に行動されていた平野

喜三氏が、終戦記念日を前にして旅立たれました。８

月１３日に参加した戦争体験の講演会では、「戦争を起

こそうとする者と、戦争を許す者がいて戦争が起きる、

戦争をしなくていい平和な世界を作りましょう」と訴

えられました。まだまだお聞きしたいことがあり、「で

はこの次」にとお別れしたのが最後となりました。 

平野さんと初めてお会いしたのは、当会がスタートし

て３年ほど経った頃でした。私たちの活動の主旨をお

話しすると「高齢者の憩いの場、早よー作ってや」と

励ましの言葉を頂きました。以来、物心両面でいろい

ろお世話になり、私たちの活動を後押しして下さいま

した。しなやかの行事にも随分とご参加頂きました。 

柔和な姿の後ろに、実はシベリヤ抑留から脱走し生還

されたこと、並み外れた才覚と努力で事業に成功され、

この戦争体験の原点から国際交流に力を注いで来られ

たことなどを知りました。  

当会が町家を借り、「リュエルしなやか」と名付け拠点

としてからは、時々自転車で立ち寄り、いろんなお話

をして下さいました。間もなく９１歳の誕生日を迎え

られるはずで、リュエルでお祝いしましょうねと話し

ていたのに・・・ でも大往生、平野さん万歳！ 
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瀬田川病院水元洋貴先生の講演「認知症について考えましょ

う」に中学の同級生と二人で参加しました。 講師のゆっくり

と丁寧な話ぶりは、診察室でやさしく患者さんやご家族に問

診されてる風景が想像出来ました。  

「認知症の症状幻覚、妄想には、薬が良く効くことがある。

困った症状には効くが、 人間性、その人らしさが失われる。

また介護対応によって改善される。」と話された。知っていた

ことですが、生の声を聞いて、認知症のお世話をする人誰で

もが、良い対応が出来るといいけど出来ないよなぁと思う。 

「認知症の知識をしっかり共有してれば母は今のようではな

かったのでは・・・」とフロアー発言をされた男性の言葉が

今も耳に残ってる。“アルツハイマー型認知症の初期では記憶

力は下がるが思考力も判断力も保たれる。”「感情や尊厳を大

切にしてもらえるかなぁ？８５歳になったらどっちが元気や

ろ」と 言いながら、二人とも今のままでいたいと顔を見合わ

せ良い時間を過ごせたことに感謝しました。  Ａ・Ｈ 

 

リサイクルコーナーを始めてから一年たちました。 

最近リサイクル品が少なくなっています。 

“リュエルしなやか“を維持していくためにも、    

是非皆様のご協力を頂きたいと思います。 

リサイクル品の出品をお待ちしております！！ 

  しなやかなつぶやき   
６月の「３A方式リーダー養成講座」にゲームを楽しみながら脳の活性をと参加したものの、不器用な私は結構真剣になっていた。 

その中のひとつ、ビンゴゲームで川の名前を九つ表に書き入れよというところで、とっさに出てきたのが子供の頃に親しんだ「小畑川」

だった。誰も知らない川についてインストラクターの方に尋ねられるまま、タイムスリップしたようにその時の自由だった開放感がよ

みがえってきた。夏になると近くの子供等はそこでよく遊んだ。禁止されていなかったのか、親が付き添っていたのか全く記憶にない。

それからまもなく小学校にプールが造られて川に行くこともなくなり、いつの間にやら川の周囲も整備されてすっかり様変わりし公園

や住宅街になった。 

そして今、こうして昔の思い出話をしている自分に「あ・・・」私もこんな域に入ったのかとショックを覚えた。しかし昔話をするの

も認知症の予防になるのだとか。まー、良しとしましょうか！  by 鈴木 
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